
施工前後の夏季屋根表面温度変化

外気温：Max 33.9℃  Min 22.4℃（気象庁 甲府データ）
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試験機関/某施工企業（山梨県）
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「ルーフシェード」施工前と施工後の屋根裏面温度を
サーモセンサーで測定した結果２２.５℃低減を実証
(冷暖房負荷削減)８/２２

施工現場の屋根裏面温度比較試験

精密機器メーカー
代表取締役

ルーフシェード 検 索検 索

ルーフシェード施工後のユーザー様のお声

大震災後の電力需要が逼迫した状況により、節電効果が高い
ルーフシェードを採用しました。

● 節電対策について…………………………

夏場の室温上昇でクーラーも効かない状況でしたが、施工後は
温度調節が可能になりました。

● 施工後の職場環境の改善について………

雨音で聞き取りにくかった電話の声が、施工後はスムーズに
聞き取れるようになりました。

● 雨音の消音効果について…………………
ユーザー様お声動画
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施工前
56.7℃

施工後
３４.２℃

ルーフシェード施工後の工場屋根全景(２０１２年８月)ルーフシェード施工後の工場屋根全景(２０１２年８月)

｢ルーフシェード｣施工前(7/14)赤
施工後(７/14)青の温度変化

夏季の最大遮熱効果
24.6℃
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ルーフシェードルーフシェードルーフシェードルーフシェードルーフシェード®®®®®

特許取得済 折板屋根向け遮熱工法

 ゴールド・エコテック 受賞 ゴールド・エコテック 受賞
大阪府環境技術評価・普及事業

ルーフシェードが先進的な環境技術における環境保全効果を評価され、
普及促進事業に選定。ゴールド・エコテックを受賞しました。 
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ルーフシェード概要動画



日陰シートで急激な室温上昇を抑制

屋根の間の空気層が
熱侵入を低減

風の流れにより
熱気が排出

折板屋根の温度

最大８０℃最大８０℃最大８０℃ ●折板屋根上面に遮熱効果の日陰シートで覆うことで夏場の急激な室温上昇を抑制

●遮熱・断熱効果の高い高密度メッシュシートを新工法により取付け熱侵入を低減

●シートと屋根の間の空気層により熱侵入を低減させ、風の流れにより熱気を排出

熱伝導率（W/m・k）

鉄

断熱材

空　気

83.5
  0.04
  0.024

     

最大で２４.６℃低減最大で２４.６℃低減最大で２４.６℃低減

●消費電力の削減

（5～10月の負荷削減率）
44.4％削減

（財）日本建築総合試験所調べ
鹿児島県での試算

●低価格化を実現
従来工法に比べ
大幅削減

（屋根材二重構造／遮熱塗装工法）比較
当社調べ

●短期施工

屋根に直接傷を付けない
新工法により工期短縮

●優れた耐久性

約10年の
長期耐久性
設置環境により多少の誤差が

 生じる場合があります。

●過酷な環境にも対応
台 風

防火／降雨消音効果

（ハゼ式:風速６０ｍ･ボルト式:風速４０ｍ）
当社調べ

（財）日本建築総合試験所調べ
国土交通大臣 建築基準認定

44.4％削減 従来工法に比べ
大幅削減

工法特許で
短期施工
工法特許で
短期施工

約10年の
長期耐久性

台 風

防火／降雨消音効果

ルーフシェード
による効果

快適環境効果
驚異の遮熱効果で夏場の急激な室温上昇を
抑制し、工場･倉庫･店舗等の快適環境を確保。

環境保全効果
折板屋根外断熱・遮熱工法により空調の年間
負荷率削減効果で二酸化炭素の排出量を削減。

省エネルギー効果
５月～１０月の冷暖房負荷率４４.４％削減､
消費電力を抑え､節電･省エネ効果に貢献。

降雨消音効果
降雨時の残響試験結果により金属製折板屋根
から発生する降雨騒音を約１９ｄＢ低減。

快適環境効果

環境保全効果

省エネルギー効果降雨消音効果

折板屋根向け外断熱・遮熱工法

暑い夏場の金属製折板屋根は、直射日光から伝わる灼熱温により急激な室温上昇の原因となっています。
折板屋根の表面温度は最大８０℃にも達し、それらの解決策はエアコン等の空調設備に頼るのが現状、
消費電力の上昇により電気料金の高騰を招き、さらに二酸化炭素(ＣＯ２)の排出が原因で温暖化を促進しています。
ルーフシェードは、電気などのエネルギーを使用せず夏場の節電・省エネ効果により環境保護に貢献しています。

金属製折板屋根上面に驚異の遮熱効果の｢日陰シート｣

で覆うことにより、夏場の急激な室温上昇を抑制します。

工場・事務所・倉庫・店舗・各種施設等の消費電力を画期

的に削減する新工法により、従来の工法と比べ“低価格・

短期施工・優れた耐久性”を実現しました。また先進的な

環境技術における環境保全効果を評価され、ゴールド・

エコテックを受賞(大阪府環境技術評価の普及促進事業

に選定)、工法特許も取得しています。

屋根の遮熱で、冷房負荷44.4％削減
ルーフシェードとは

夏場の急激な室温上昇を抑制

ルーフスクリーンは、耐候安定剤を添加したポリエチレン製強力糸を高密度に織り込み、極めて遮熱効果の

高い耐候性・耐久性・制電性に優れた特殊メッシュシートです。織幅30cmのメッシュ構造なので雨水が溜まる

ことなく、透水性・通気性・通風性に優れています。また降雨消音効果も実証され、部分補修も簡単に行えます。

遮熱性日陰シート素材

ルーフスクリーン

夏場の室温上昇にお悩みの方へ

直射日光を屋根の上から解決 !!

● 品　番
● カラー
● 規　格
● 材　質 
● 遮光率 
● 引張り強度 

● 伸び率 

 : RS1918
 : シルバーグレー
 : 幅30cm×100m巻
 : ポリエチレン
 : 97.95%
 : タテ強度 62,000N/m(6,322kg/m)
　ヨコ強度 37,600N/m(3,834kg/m)
 : タテ（18.7%）
　ヨコ（19.7%）

ルーフスクリーンの仕様

30cm

（5～10月）

 

1 2



折板屋根向け外断熱・遮熱工法

従来の折板屋根に対する直射日光対応策は、屋根材を二重構造にして内部にグラスウール等の断熱材を施す｢屋根材二重構造｣、
屋根材に特殊塗料を塗布して太陽光線を熱反射させる｢遮熱塗装｣、屋根にスプリンクラーを施して気化熱により温度上昇を低減させる｢直接散水｣や
屋上緑化などの対応策が施されていましたが、いずれも初期投資やランニングコスト面から得策とは言えず、
慢性化する夏場の電力不足に対応する節電・省エネ対策が急務となっています。

従来工法との比較ルーフシェードの施工方法（工法特許取得）

ルーフシェードの施工例 ……… 工場・倉庫・店舗等の消費電力を画期的に削減。驚異の遮熱効果で全国に施工実績が拡大!!

工　法 施工の簡易性 初期投資・ランニングコスト ×欠点・○優位点

工期が長い・レッカー等の
重機が必要・重量が大

ルーフシェードに比べ
初期投資大

(後施工の場合・当社調べ)

× 屋根材間の断熱材が
　 暖まった空気を
　 保温してしまう

工期が長い・足場が必要・
屋根の状態により
下処理が必要

ルーフシェードに比べ
初期投資大

(高性能商品の場合・当社調べ)
× 汚れによる機能劣化

配管・スプリンクラー・
ポンプが必要

水道料金及びポンプ
稼働用電気料金が必要

× 湿気による屋根材の腐食
× 渇水時には印象が悪い

工期が長い・重量が大
ルーフシェードに比べ
初期投資膨大
(当社調べ)

× 湿気による屋根材の腐食

工期が長い・レッカー等の
重機が必要・重量が大

初期投資莫大
× 投資回収に不安がある
○ クリーンエネルギーを生む

屋根材二重構造

遮 熱 塗 装

散 水

屋 上 緑 化

太陽光パネル

ブラケットを重ね式ボルト部およびハゼ部に挟み込み
インパクトドライバーで固定

※特殊ブラケットを使用することにより、その他の屋根にも施工が可能です。

施工可能な折板鋼板屋根材

シェード専用ブラケットを折板屋根材
に取付ける

低価格化（従来工法に比べ大幅削減）・短期施工（新工法で工期短縮）で驚異の遮熱効果を実現。

宮崎県 810㎡ 香川県 2,260㎡ 静岡県 700㎡京都府 ４,800㎡ 大阪府 307㎡

夏場の暑さ対策を求める建造物

２０１4年１0月現在の累計施工実績 602件（約２5０,０００m2）

快適環境　品質管理　CO2削減
工　場 事務所 学　校店　舗 倉　庫 展示会場 テーマパーク

大阪府 1,100㎡

1

シェードフレームをブラケットにはめ込みインパクト
ドライバーで締め付け固定

シェードフレーム(シート固定バー)を
ブラケットに固定する2

スクリーンをフレームボルトに差し込みインナーを
挿入してフランジナットで固定

ルーフスクリーンをフレームボルト
に差し込み張り付ける 3

スクリーンを折り込みフレームカバー内に閉じ込め
フランジナットで最終固定

シェードフレームカバーをスクリーン
に被せてナットで固定する4

特許取得の新工法
により工期を大幅短縮

○ 屋根材を紫外線から保護
○ 遮熱効果の長期持続
○ 雨音の消音効果を発揮
× 屋根の種類により施工不可 

従来工法と比べ
低価格化を実現
ランニングコスト０円

ゼロ

特許取得の新工法
により工期を大幅短縮

○ 屋根材を紫外線から保護
○ 遮熱効果の長期持続
○ 雨音の消音効果を発揮
× 屋根の種類により施工不可 

従来工法と比べ
低価格化を実現
ランニングコスト０円

ゼロ

重ね式

ハゼ式

驚異の遮熱効果を実現

ゼロ

ランニングコスト０円で 夏季の屋根表面温度を最大で２４.6℃低減驚異の遮熱効果を実現

ゼロ

ランニングコスト０円で 夏季の屋根表面温度を最大で２４.6℃低減

3 4



ルーフシェードの施工有無による工場の仮想モデル試算結果(鹿児島県)では、５月～１０月の間に於いて消費電力負荷

削減率約４４.４％の節電結果が実証されています。

降雨騒音試験
ルーフシェードの施工有無による降雨発生騒音の低減効果は、残響室試験装置上部３.５ｍ上方から降雨装置（降雨量４０㎜/ｈ）

により水滴を落下させ騒音を発生させた

試験結果、折板屋根外断熱・遮熱工法

｢ルーフシェード｣を屋根上部に施工する

ことで降雨による発生騒音を約１９ｄＢ

低減させる効果が実証されている。

騒音実験 シート無し シート有り 差

降　雨 70.7（dB） 51.6（dB） 19.1（dB）降雨量：４０㎜/ｈ

40dB

　　　50dB

　　　　　　60dB

　　　　　　　　　70dB

　　　　　　　　　　　　80dB

… 昼間の住宅地や小鳥のさえずり

　　　… エアコンの室外機や静かな事務所

　　　　　　……… チャイム音や普通の会話発生音

　　　　　　　　　………………… 掃除機音や電話の呼びリン音

　　　　　　　　　　　　…………………… 電車の車内音やピアノの演奏音

♪

♪
♬

実証試験結果

省エネルギー効果試験

風洞試験

ルーフシェードの省エネルギー効果

■鋼板屋根とルーフシェード屋根の月別負荷比較

【年間CO2削減量】

147.9MJ/（m2・年） × 0.278kW・h × 0.348kg = 14.3kg/（m2・年）
14.3kg × 400m2 = 5,720kg/年　約5.7トン削減（原油換算4.2kℓ）
※九州電力（株）の平成20年度分のCO2排出係数（0.348kg － O2/kWh）で算出
※上記数値は試算値であり、保障値ではありません。

● 床 面 積 ： 400m2（20×20m）
● 建 物 高 ： 5m
● 工場内部 ： 天井や間仕切りのない一室空間

【工場の仮想モデル】

（鹿児島県でのシミュレーション）
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鋼板屋根
ルーフシェード屋根

５月～１０月までの
負荷削減率

44.4％削減

送風機
800φ

約1500

縦
風速60m

異常なし

風速60m

異常なし

風速60m

異常なし

風速40m

異常なし

ハゼ式 重ね式

横

当社による試験結果データ

試験機関/財団法人 日本建築総合試験所

試験機関/財団法人 日本建築総合試験所

防火性能試験
防火性能認定(財団法人 日本建築総合試験所 ＜飛び火試験＞)を取得しています。

建築基準法第68条の26第1項の規定に基づき、同法第６３条同法施工令第１３６条の２の２

(防火地域又は準防火地域内)の規定に適合した国土交通省の認定商品です。

(国土交通大臣認定　ＤＲ-１４４５)

風洞試験により、ハゼ式では風速60m、重ね式では風速40mに

於いても飛散しないことを実証しています。

試験機関/財団法人 日本建築総合試験所

体感騒音事例

遮熱塗装との比較

屋根表面温度・体感温度変化比較 ｢ルーフシェード施工｣・｢高機能遮熱塗装｣前後の温度差比較　

試験機関/　　 環境省 環境技術実証事業

東京都（工場）夏季14時

屋根（屋上）
表面温度低下量

体感温度
（作用温度）

ルーフシェード 高機能遮熱塗装

56.4℃ → 40.1℃ 55.2℃ → 44.5℃

45.7℃ → 41.7℃ 45.3℃ → 42.6℃

耐用年数保証期間について
保証期間５年 (この保証は日本全国において通常の環境条件で正常に使用される場合に適応される。)

■免 責 事 項 ※但し､下記免責事項の場合は保証の対象外となります。また､感覚的現象(音･振動･変色等)も保証修理の対象外とします｡

① 当社規定の取付施工要領に従わない施工等､施工上の不備。
② 本製品上に物を置く等の誤った使用方法､不適切な修理､または改造｡
③ 建物の変形や地盤沈下等､本製品が設置された建物または土地の変動｡
④ 落下物等他の物との接触損傷
⑤ 大雪･地震･落雷･風水害･黄砂･雹等の天災､事故･火災･塩害及び公害｡
⑥ 酸･アルカリ･塩類等の化学物質を大気中に放出する工場またはその周辺地域における施工。
⑦ 火山･温泉地帯等の地下からの腐食性ガス､腐食成分を含む水(地下水を含む)､もしくは蒸気等(以下「腐食性ガス等」という｡)
　 が噴出されている地域または腐食性ガス等を排出する工場もしくはその周辺地域における施工。
⑧ 工業用加熱炉の近辺等､常に高温の場所における施工。
⑨ 前３号の他､特に悪環境の場所における施工。
⑩ 犬･猫･鼠等の小動物､蜘蛛･ゴキブリ等の昆虫､または鳥による害。
⑪ 本製品の製造時における科学または技術に関する知見によっては､認識または予防が不可能であった現象。
⑫ 使用損耗または経年劣化。

■適応不可地域　※北海道･東北･北陸･山陰などの豪雪地域、沖縄県及び南西諸島、海外。

温度差 16.3℃

温度差 4.0℃

温度差 10.7℃

温度差 2.7℃
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